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山崎断層と紀伊半島ヒンジラインにおけるＧＰＳトラバース観測

GPS Traverse Across the Yamasaki Fault and the Hinge Line in the Kii Peninsula
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１．はじめに
  京都大学防災研究所地震予知研究センターでは，活断層や変動帯の歪変化が大きいと考えられる領域をター

ゲットにした GPS トラバース観測を行なっている．この方法は，変動帯の幅に対してその走向方向のスケールが
大きい場合には，有効な手段といえる．ここでは，山崎断層と紀伊半島ヒンジラインをターゲットにした観測結
果を報告する．

２．山崎断層ＧＰＳトラバース
  1995 年 10 月に山崎断層を横切るように南北約 30km の地域に 6 ヶ所の観測を設けた．1996 年 8 月にはさら

に 1 ヶ所増設し，以後半～1 年に 1 回の頻度で１～２週間の連続観測を行っている．2000 年合同大会において，
御津を固定して座標を決定して推定した速度場を報告したが，今回 IGS 観測点のデータを利用し，全キャンペー
ンについて ITRF 系で座標計算を行った．観測期間毎に日本周辺の IGS 観測点を固定して，地理院の連続観測点御
津の位置を決定する．さらに，この御津を基準に山崎の 7 点と地理院の 4 点の座標を計算している．ITRF 準拠で
は，全点が 2cm/yr 程度の速度で南東に移動する結果が得られた．よりローカルな速度場を見るため，GEONET 御
津(940071)に相対的な速度を求めた．図は，1995 年 10 月，96 年，99 年，2000 年，2001 年 8 月のデータから推
定した御津に対する各点の平均変位速度（暫定結果）である．山崎断層周辺の数点は北西～西方向に最大３mm/yr
程度の速度で移動している．なお，香島（KASI）と GEONET950000 番台は 1996 年から，姫路（960762）は 1997 年
から観測を行っている．1995 年の結果は，ITRF93 で計算し，その結果を ITRF97 に戻している．そのため，1995
年のデータを含むものと，そうでないものとに系統的な差が生じている可能性がある．御津に近い２ヶ所はほと
んど有意な変位がなく，大極的には左横ずれの場にあるといえる．また，断層近傍で大きな速度の不連続は認め
られず，山崎断層の浅部は固着していると考えられる．また，このトラバース側線全体に及ぶ南北方向の速度の
勾配が認められ，断層の固着領域が，かなり深部にまで及んでいることが推察される．

３．紀伊半島ヒンジライン・トラバース
南海トラフ沿いの巨大地震の予知研究の一環として，昨年度紀伊半島南部に 9 ヶ所の観測点を設け，観測を開

始した． 紀伊半島のヒンジラインをまたぐ測線を，西岸沿いと熊野川沿いの２本設け，これに沿った歪のパター
ンの変化から，断層固着域の下限の変化を推定することを目標としている．2001 年 3 月に 1 週間の連続観測を実
施し，IGS 観測局を基準に周辺の地理院観測点 12 ヶ所とあわせて，座標を決定した．水平成分の再現性は 2~3mm
を確保している．垂直はやや悪く，1cm を超える点もある．2001 年 12 月には 1 点追加し，2002 年 3 月に第 2 回
の観測を行なうこととしており，この結果得られる１年間の変位場についても報告する．
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